
徳島市歴史文化基本構想ワークショップ結果報告 

 

１ ワークショップの概要 

（１）目的 

 徳島市歴史文化基本構想を策定するにあたり、まちあるきの実施によって身近な文化遺

産を再発見し、その活用方法を探るためのワークショップを実施しました。 

 

（２）実施概要 

①実施報告 

 広報誌及びホームページ、チラシ等で参加者を募集するとともに、徳島城博物館・考古資

料館等の関連施設や文化財保勝会連絡協議会会員にもチラシを配布し、周知を行いました。 

 

②実施状況 

回 日 時 実施場所 参加人数 

第１回 平成 30 年 2 月 25 日（日） 加茂名地区（旧伊予街道～袋井用水） １４人 

第２回 平成 30 年 3 月 11 日（日） 国府地区（國分寺～大御和神社周辺） ３３人 

 

③実施の流れ 

第１回「加茂名のまちなみ再発見」 

午 前 まちあるき 

行き先：加茂名公民館→旧室住医院→蔵本駅周辺→讃岐街道分岐点→旧陸軍関連碑 

→旧伊予街道沿いの街並み→袋井用水→加茂名公民館 

午 後 ワークショップ（加茂名公民館） 

第２回「古代の国府を歩く」 

午 前 まちあるき 

行き先：考古資料館→國分寺（阿波国分寺跡）→興禅寺六地蔵板碑→千僧墓地 

→大御和神社→観音寺→舌洗池→内谷の板碑→考古資料館 

午 後 ワークショップ（考古資料館） 

 

第１回・第２回ともに午後はワークショップを実施し 

①まちあるきの感想や気づき  

②地域の文化遺産をどう活用するか  

などについてグループディスカッションを行いました 



２ ワークショップで出た意見 その①～まちあるきの感想や気づき～ 

 

【加茂名編】 

・いつも通っている場所が昔は徳島の一大商業地域だったことがわかった 

・古い建物に時代の流れを感じた 

・昔は人間関係の濃い地域だったのだなと思った 

・旧室住医院を残していけたら… 

・袋井用水は文化財指定されているのに、水が汚いのは残念。地元の「袋井を美しくする会」

が清掃を頑張っているが、地元だけでは間に合わないので県内ボランティアを募って清

掃するなどできないのだろうか（アドプト吉野川の活動が参考になるのではないか） 

・眉山の山裾にある常厳寺（もとは尼寺で現在は廃寺）を見てほしかった 

・島田地区にも江戸時代の石造物がたくさんある 

・加茂名の名前はどこからきたのだろうと疑問に思っていたが解決した 

・昔は加茂名地区のお祭りは豪華で大名行列のようだった。今はさびれてしまってさみしい 

・『加茂名を語る』で古い町というのは知っていたが、歩いて初めて知ったことも多い 

 

特に印象に残った建物 

吉本醸造、木村家（雛人形を飾った日本家屋、内部にさくらの木を使用）、森井金物店 

→古い建物がたくさんあるのに知らなかった 

→脇町に行かなくてもうだつの建物が見られる 

 

 

【国府編】 

・古墳や史跡がたくさんある地域は子どもたちも楽しいと思う 

・なぜここに古代国分寺ができたのかは、豊かな水と街道の人の往来があるからではないか 

と思った 

・藤田産婦人科の建物が印象的だった 

・藤田産婦人科は藤田小冬さんという徳島初の女医さんを輩出した 

・それぞれの史跡に趣があって好きに想像できて面白かった 

・大御和神社と奈良（大神神社）の関係が気になる 

・矢野古墳は石室が開口していて、歴史が身近に感じられる 

・国府には観音寺、國分寺、常楽寺という大きな札所寺院が３つもある（井戸寺と大日寺を

加えた「五ヶ所参り」として昔から親しまれてきた） 

・阿波の中心地、「阿波のまほろば」を感じられる 

・中世の板碑が多い 

 



３ ワークショップで出た意見 その②～地域の文化遺産を活かすためのアイデア～ 

 

【加茂名編】 

・まちあるきイベントは歴史が好きな人にとっては楽しい 

・インターネットやブログを活用 

・袋井用水をきれいな水の流れる川にする 

・袋井用水の見学や実地学習 

（地元ではすでに行われていると思うが、津田中学校が地元住民と史跡巡りをしながら 

防災教育を行っている取り組みなどが参考にならないだろうか） 

・うだつのまちなみを整えてまちあるきをする 

・中学生から地域愛を育む教育をする 

・パンフレットや記念スタンプなどをつくる 

・今の施設を活用する（蔵本・鮎喰駅や蔵本公園、球場などの人が集まる施設の活用） 

・JR 鮎喰駅や蔵本駅からアクセスが良いので、これらを活用してまちあるきをする 

・加茂名地区は古墳や神社だらけなので、これをアピールする 

・眉山頂上の地蔵越えの近くの尾根筋には石積みがたくさんある。古墳かもしれないので調

査してはどうか 

 

今回は行かなかったが加茂名のおすすめポイント 

①常厳寺の石積みや石造曼荼羅がすごい  

②南庄町の山裾の「桐の水」は、江戸時代の殿様がお茶に使っていた 

③西部公園（陸軍墓地）、ドイツ兵の墓がある 

④六十六部の墓（足腰に効果があるとか） 

 

 

【国府編】 

・考古資料館に遠方や他市からも遠足にバスで来てもらう 

・国府の７不思議（国府小学校の坑道、大御和神社の木に登ってはいけない、剣山が見える 

ところに銅鐸が埋まっていた・・・など） 

・きれいなパンフレットがあるのに、広報が足りておらず知らない人が多い 

・石井町と連携した事業展開（気延山古墳群など関連史跡が多い） 

・石井町の「藍玉一揆」で首謀者とされた５人が鮎喰川原で処刑された。彼らは義民として 

のちに石井町の五社神社で祀られている（石井町との関連） 

・石井町の鳥坂城の佐々木経高をめぐるツアー（一宮城とのかかわり） 

・途中にある徳島ラーメンの店をアピール（ウォーキングの後はおいしいごはん） 

・鮎喰川で鮎の塩焼きイベント 



・学校でワークショップをする「国府を見るならここ！」 

・わがまちマップの作成（子どもたちにマップを作ってもらいお客さんを案内してもらう） 

・伊予街道にある酒屋さんと連携する 

・資料館でお弁当やサンドイッチなどの軽食を売って、史跡公園で食べてもらう 

・レンタサイクルを復活させてほしい（※復活が決定しているそうです） 

・観音寺木簡を所蔵する徳島県埋蔵文化財センターと連携 

・こくふ街角博物館を活用（藍、天狗久、ひょうたんなど） 

・「清流・洗心寺社めぐり」の提案 

・刀剣女子などアニメファンや歴女などを呼び込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウォーキングの様子（加茂名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップの様子（国府） 



グラフィックレコーディングの成果（加茂名編） 

完成したマップ（加茂名編） 



 

グラフィックレコーディングの成果（国府編） 


